












調査結果 : マーケットに頻繁に集まり取引を行っている村は、 17村でうち 2村が焼畑農
耕民といわれてきたカヤン人(1村はマーケットが立地している村)、他 15村が狩猟採集
民と言われてきたプナン人で、あった。尚、狩猟採集活動をおこないながら森林での移動生
活を行っていたプナンは現在ほとんどが定住 ・焼畑稲作を行っており、調査地においては
l集団のみが未定住で‘あった。これらの村々は、マーケットを中心として半径約 40kmに
位置していた。調査期間中に、計 54品目の農 ・林産物がマーケットに持ち込まれた。その
うち 39品目が林産物で、あった。持ち寄られた各品目について、その量と持ち込んだ村から
の考察をしたところ、栽培作物については、そのほとんどがカヤン人によるものであり、
また林産物、特に手工芸品については全てプナン人によるものだった。また、当地域にお
ける村の分布位置からの考察では、生ものである獣肉などは、マーケットから半径 20Km
以内から持ち寄られ、沿岸部まで流出する沈香や胃石などの高価な林産物についてはマー
ケットから離れた村々から多く持ち寄られていた。
考察と課題 : 近年、商業的な森林伐採が盛んになるに連れ、地域内の交通網が発達して
きた。それを受け、内陸部に暮らす人々の行動範囲が拡大し都市部への人々の流出が盛ん
になる一方で、内陸の地域内においても近隣村との交流が容易に行われるようになり、ロ
ーカルマーケットが地域住民に利用されるようになった。林産物については、持ち寄られ
る品目や種類ごとに森林資源の集まる範囲が異なることが明らかとなった。マーケットか
ら離れた村からは単価の高い林産物や、原生林的森林で採集しやすい沈香、胃石などが持
ち寄られていた。今後、当地域における森林資源やローカルマーケットの存在について、
伐採の影響、世帯収入における森林産物への依存度、各村周辺の生態環境などと比較検討
を千子いながら、そのイ面値を百平イ面してゆきたい。
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